
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和　５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践・学習内
容の定着に向けた分かりやすい授業の実践

○学力向上対策評価シートに示したマイプラン
の成果指標を達成した教師８０％以上○校内ア
ンケートの「みんなで学び合うことで、よく分かっ
た、自分の考えが深まった。」と答える児童８
０％以上。

・全職員が「授業づくりのステップ１・２・３」を参
考に指導方法の改善・授業力の向上を図る。
・学力向上対策評価シートのマイプランの成果
指標達成を目指す。・授業中の、まとめや振り
返りを書く活動を充実させる。
・全職員が研究授業を公開するとともに、多くの
教科の授業で対話活動を設定する。 A

・学力向上対策評価シートに示した成果指標で
ある「授業づくりのステップ１・２・３」を参考にし
た指導法改善に対し、肯定的回答は９１％で
あった。
・上記の回答では「達成」よりも「やや達成」の割
合が多いため、引き続き、取り組みを継続して
いく。・「みんなで学び合うことで、よくわかった。
自分の考えが深まった。」に、肯定的回答をして
いる児童は９２％であった。
・引き続き、対話活動と振り返りが学力の定着
につながっていくよう、共通実践として取り組
む。

A

・学力向上対策評価シートに示した成果指標で
ある「授業づくりのステップ１・２・３」を参考にし
た指導法改善に対し、肯定的回答は９３％で
あった。
・１月の校内アンケートにおいて、「みんなで学
び合うことで、よく分かった、自分の考えが深
まった。」に肯定的回答をしている児童は９２％
であり、中間評価時とほぼ同じであった。

A

・先生方は子どもたちのためにしっかり向き合っ
ておられると思う。学力は学校だけで向上する
ものではないと思うので、家庭でも学習できるよ
う、子どもたちの学力に合わせた自学等の取組
で学力の向上、学力の差が縮まるのではない
だろうか。
・対話活動や振り返りを授業に位置付けること
は今後もぜひ続けてほしい。

学びづくり部会

●児童が自他の生命を尊重する心、他者への
思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教育活動

●道徳に関するアンケート「ぽかぽか言葉を
使って友達と仲良くしていますか」の質問で、８
０％以上の児童が肯定的な回答をする。

・人権週間や道徳の授業実践において、児童が
人としての生き方を考えるきっかけとなる内容を
盛り込む。
・友だちのよいところや頑張りを見つける活動に
取り組ませる。

B

・「ぽかぽか言葉を使って友達と仲良くしている」と、肯定
的な回答をした児童９５％以上。
・人権週間を設定し、県が作成している教材を用いて全ク
ラスが授業を行った。
・児童のよいところを教師が、クラス全体に紹介した。今
後、児童にもそのような活動に取り組ませていきたい。

B

・学校生活アンケートでは、友達と仲良く過ごし
ているの項目で９5％以上の児童が肯定的な回
答をしていた。
・友達のよさ見つけの活動に取り組み、掲示し
たり、発表をしたりして相手に伝えていた。

B

・「ぽかぽか言葉を使って…」は子どもの心を育
てることにつながる大切なことだと思う。
・地域の方に協力していただき、赤ちゃん家族と
ふれ合う授業に取り組むのも良いのではない
か。以前、テレビで他県での取組が紹介されて
いた。

心づくり部会

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

●いじめの早期発見、早期対応について組織
的対応ができていると回答した教師８０％以
上。

・気になる児童の様子やいじめの対応につい
て、事例研修等を含めた研修や会議を毎学期
行い、いじめに対する職員の意識や組織力を
高める。 B

・毎週、生徒指導担当を中心に、問題事案につ
いての報告・共有を行い、対応について検討し
ている。
・毎月、いじめに関するアンケートを取り、管理
職や関係学年等で情報共有することでいじめの
未然防止に努めている。

A

・問題事案の対応にあたっては、同学年、管理
職、生徒指導担当などと連携しながら対応を
行っている。また、連絡会で情報共有を行い、
対応を検討している。 B

・これからも「いじめアンケート」の結果を生かし
て、早期発見に努めてほしい。

心づくり部会

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向
けて意欲的に取り組もうとするための教育活
動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童生徒８０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした児童生徒８０％以上

・行事や体験活動において、活動への見通しを
持たせたり、キャリアパスポート等を用いて学び
の振り返りを行わせたりする。
・児童生徒の、資質・能力を育む授業づくりを行
う。

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童生徒は９０％以上
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定
的な回答をした児童生徒８５％以上
・キャリア教育の一環として、ゲストティーチャー
を招いた授業を行った。

B

・「将来の夢や希望を持っている」と答えた児童
９０％以上を達成することができた。
・学年によっては、総合的な学習などで将来の
夢について考えさせることができた。 B

・「先生がよいところを認めてくれる」ことは、子
どもの自尊心を高めるうえでとても大切なことだ
と思う。
・中学生、高校生、大学生になった卒業生で夢
や目標に向かって部活や勉強を頑張っている
子どもたちとの交流。数年後の自分の姿がイ
メージできるのではないかと思う。

心づくり部会

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成 ●「健康に良い食事をしている」と考える児童生
徒80％以上。
●栄養のバランスが取れる食事がわかる児童
80％以上。

・栄養教諭や養護教諭と連携し、望ましい食習
慣と食の自己管理能力についての授業を発達
段階に応じて行う。
・食に関する関心を高めるために、献立等につ
いて給食委員会が毎日放送する。

B

・給食の時間に栄養教諭が巡回し、食育の指導
を行っている。
・給食委員会が、正しい箸の持ち方の指導を
行ったり、人気の給食アンケートを行ったりして
食への関心を高めることにつながった。

A

・給食週間に給食センターの紹介をすることで、給食への
理解を深めることができた。
・栄養教諭の支援を受けて発達段階に応じた授業を行っ
たり､給食委員会が献立・栄養に関する放送を行ったりし
た。「健康に食事は大切である」と肯定的な回答をした児
童が95％、「バランスの取れた食事が必要である」と肯定
的な回答をした児童は84％と、食に対する意識が高まっ
た。

B

・親子レクリエーション等の時に、一緒に食習慣について
の授業があればいいと思う。　栄養教諭の先生から食に
関してのご指導をいただくと子どもたちも一層関心が高ま
ると思う。
・朝のパトロール中に、子どもに朝食食べたと聞くと、数
人は食べていないと答える子がいるので心配している。

体づくり部会

●運動習慣の改善や定着化
●安全に関する資質・能力の育成

○授業以外で１日に30分間以上体を動かした
児童の割合が７０％以上。
○ヘルメット所持点検・防犯ブザー所持点検に
おいて、児童の着用率及び所持率90％以上。

・体育委員会でスポーツ大会などを企画する。
・学期ごとにアンケートを実施し，集計する。そ
の都度呼び掛け等を行う。

A

・体育委員会でドッヂビー大会を実施し、多くの児童が参
加した。また、１日３０分以上外で遊んでいる児童が７０％
を上回った。
・ヘルメットの着用率は91％、防犯ブザーの所持率は
96％と、いずれも目標の90％を上回った。一方、学級に
よって着用率や所持率のばらつきがあるため、定期的に
声掛け等で促していく必要がある。

A

・体育委員会でバスケットボール大会やおにごっこ大会を
企画し、多くの児童が楽しみながら体を動かすことができ
た。また、１日３０分以上外で遊んでいる児童が７０％を上
回った。
・ヘルメットの着用率は92％、防犯ブザーの所持率は
91％と、いずれも目標の90％を上回った。ヘルメットの着
用や防犯ブザーの所持は、今後も定期的に呼び掛けて、
多くの児童が心掛けてほしいと考える。

A

・ドッジビー大会等で、外で遊ぶきっかけができ
た子もいるのではないだろうか。
・ヘルメットの着用率や防犯ブザーの所持率が
高いことに驚いた。これからも指導してほしい。
　

体づくり部会

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。

・定時退勤日を設定し守る。
・行事や会議の精選・効率化、時間短縮を進め
る。
・校務分掌の見直しを進め、職員の仕事分担の
平準化を目指す。

B

・校時表の見直しや繁忙期の６校時カットなどによ
り、放課後の時間を確保した。昨年度に比べ、時間
内に授業準備や事務作業等に取り組みやすくなっ
た。
・アンケートで８０％以上の職員が「時間外在校等時
間の上限45時間を遵守している。」と回答した。

B

・7月以降は、ほとんどの職員が時間外在校等時間の上限を遵
守することができた。４月から６月までの業務や会議をさらに効
率化・精選していくことが今後の課題である。
・校時表の見直しや６校時カットなどの取組により、放課後の時
間を増やし、授業準備や学級事務等の時間を確保することがで
きた。
・アンケート等をICT化することにより、配布・回収・集計といった
業務の削減をすることができた。

B

・日々の業務が大変だと思うが、なるべく定時で
帰宅できるよう、先生のサポートをできる方が必
要だと思う。
・先生方の働き方改革で協力できることは、ぜ
ひ学校運営協議会などで投げかけてほしい。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目 B

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本語」の授
業公開学級率８０％以上。
★保護者等に対する教科「日本語」に係る情報
を年間１回以上公開した学級率８０％以上。

・授業参観日における教科「日本語」の授業を
全学年で公開する。
・学級だより等を通じて教科「日本語」に関する
情報を公開する。 A

・保護者・地域等に対する教科「日本語」の授業
公開学級率、保護者に対する教科「日本語」に
係る情報を年間１回以上公開した学級率はとも
に８０％以上と目標を達成している。
・今後の授業参観や学級だよりで１００％を目指
す。

A

・保護者・地域等に対する教科「日本語」の授業
公開学級率、保護者に対する教科「日本語」に
係る情報を年間１回以上公開した学級率はとも
に１００％となった。 A

・日本語はもちろんのこと、マナー検定、地域の
ことが学べる大切な授業なので、子どもたちも
楽しく取り組んでほしい。
・教科「日本語」の公開授業は興味深く観させて
もらった。今後も内容が充実発展していくことを
期待している。

学びづくり部会

〇開かれた学校づくり

・学校運営協議会の取組の推進
・人と人を結ぶ「挨拶」の推進

・学校運営協議会の取組や学校の様子を毎月
２～３回、学校HPで発信する。
・児童アンケートで「挨拶を積極的に行っていま
すか」の質問で８０％以上の児童が肯定的な回
答をする。

・学校運営協議会での取組を充実させ、多くの
地域の教育力を学校教育へ生かす。
・道徳や特別活動を中心に「挨拶」を課題にした
授業を取り組む。 B

・コミュニティスクールとして挨拶運動推進をアピールする
のぼりを作成し設置した。児童会で挨拶についての話し
合いをし、挨拶運動を実施した。
・「友達や先生、地域の人に自分から元気よく挨拶をして
いますか」の質問で９０％以上の児童が肯定的な回答を
することができたが、さらに進んで挨拶を行うことができる
よう声をかけていきたい。

B

・3学期に実施したアンケートでは、「友達や先生、地
域の人に自分から元気よく挨拶をしていますか」の
質問に89％の児童が肯定的な回答をすることがで
きた。
・まだ、登下校中の挨拶に課題が見られる。今後も
児童に挨拶の大切さについて考えさせたり、意欲喚
起のための挨拶運動に取り組んだりしていきたい。

B

・コロナ禍で希薄になった人間関係が少しずつほどけて
いけるよう、学校、地域のイベント等で交流が必要だと思
う。
・道徳や特別活動においても「挨拶」をテーマにした取組
をされたことは、すばらしいと思う。「挨拶」に関しては、出
来る子も出来ない子もいるが、大きな声で「おはようござ
います。」と声かけしているので子どもたちも少しずつ出
来るようになると思う。

管理職
心づくり部会

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○毎学期、特別支援教育に関する研修会、会
議等を実施する。
○特別支援教育に関する啓発授業を含め、障
害者理解やUD教育を意識した授業をした学級
９０％以上。

・特別支援教育に関する研修会やケース会議
を通して、教員の専門性の向上を目指す。
・学活や道徳の時間の中で、障害者理解やUD
教育を行い、児童相互理解を進める。

A

・通常学級のクラスで、特別支援学級担任が特
別支援教育に関する啓発授業を年度初めの早
い段階で行った。職員向けにも、夏休みに講師
を迎えて「UDの視点を取り入れた授業づくりに
ついて」の研修を行い、教員の専門性の向上を
目指した取り組みも行った。、

A

・特別支援学級の公開授業を行ったことで、支
援学級担任だけでなく、通常学級担任も学習指
導や支援の仕方などを学ぶことができた。
・長期休業中にUDについての研修を行い、特
別支援教育について理解を深めることができ
た。

A

・子どもたち一人一人に対応できる専門の先生は必
要だと思う。
・子どもたちもいろいろなお友達を受け入れられる
優しい心を育てる教育を受けてほしいと思う。
・「ＵＤの観点を取り入れた授業づくり」はこれからも
ぜひ続けてほしい。
・田代小には支援クラスが多く、子どもたちもそれな
りに理解し、支援クラスの子どもたちとも仲良くして
いるように思う。

心づくり部会

●･･･県共通　★･･･鳥栖市共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 鳥栖市立田代小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校評価の重点取組の成果指標達成のため、３つの指導部会を中心に全職員で具体的な取組を進めることができた。指導部会での検討は、会議内容の精選や時間短縮につながっている。職員分担の平準化、次年度への引継ぎにおいても効果的であったが、部長などの一部の職員に業務が偏らない
よう今後も見直しをして改善を図っていく必要がある。前年度同様もしくは前年度より下回る評価もあるが、より高い目標を掲げた結果であったり、同様の評価でも取組においては前進していたりで、成果目標はおおむね達成できたと考える。
・コロナ禍が一段落し、コミュニティスクールとして、地域の方とつくる活動にも制限なく取り組むことができるようになった。今年度は、どの学年においても学校職員だけでは実現できない教育活動を行うことができた。
・達成度がＢ評価の項目については、職員で知恵を出し合いながらより高い成果が出せるように推進していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・令和4年度も新型コロナウイルス感染症対策のために学習活動や行事において制限を加えることがあった。今後は、アフターコロナを視野に入れながら、より充実した活動や行事の在り方について職員間で話し合いや工夫を重ねていく必要がある。

・令和4年度より学校運営協議会を設置し、地域とともにある学校づくりを目指している。今年度はその取組を充実させ、多くの地域の教育力を学校教育へ生かしていきたい。昨年度は、地域の方々から特に児童の挨拶についてのご意見を多くいただいた。今年度は校内での取組はもちろん、地域や保護者の協力も得ながら人と人を結ぶ「挨拶」を推進して

いきたい。

・昨年度は校時表を見直すなどの業務改善に取り組んできた。今年度も会議の内容精選や時間短縮、職員分担の平準化等に取り組むことにより教職員の働き方改革に取り組んでいきたい。

２　学校教育目標 「共に学び 心豊かに たくましく 生きる」児童の育成

３　本年度の重点目標

・主体的・対話的で深い学びへ向けた授業改善を図る。

・思いやりの心や豊かな心を基盤とした学校づくりを行う。

・特別支援教育において校内支援体制や個に応じた指導の充実を図る。


